
 
1 

会 議 録 

会議の名称 令和６年第５回 次期総合計画等策定委員会 

開催日時 令和７年２月３日（月） 午後１時３０分から午後２時００分まで 

開催場所 和泉市役所 ３Ａ・３Ｂ会議室 

出席者 

［出席者］ 

森吉副市長、吉田副市長、大槻教育長、並木参与、山本危機管理部長、 

前田市長公室長、土本総務部長、山崎環境産業部長、西川福祉部長、 

立花市民生活部長、藤原子育て健康部長、奥野都市整備室長（都市デザイン部長代理）、 

東教育・こども部長、辻生涯学習部長、近藤上下水道部長、岡田消防長、 

藤原行政委員会事務局長、井阪議会事務局長 

 

［事務局］ 

（政策企画室） 

門林政策企画室長、福田企画経営担当課長、中総括主査、江口主査、田嶋政策・資産マ

ネジメント担当課長、加藤総括主幹、伊賀主事 

（人事課） 

 奥課長、山口課長補佐 

（財政課） 

古川次長、左海課長、山岡課長補佐 

（有限責任監査法人トーマツ） 

玉井、増田、黒山 

会議の議題 

１．進捗状況の協議会報告について 

２．次期創発プランへの掲載事業について 

 ・次期創発プランに掲載する各課の事業の照会について 

 ・創発プランからの引継事業について 

会議の要旨 

第６次総合計画等の策定状況の進捗報告を市議会に行うための資料を共有した。 

また、次期創発プランに掲載する事業の照会予定について報告するとともに、現創発プ

ランからの引継ぎ事業を決定した。 

会議録の 

作成方法 

□全文記録 

 

■要点記録 
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審議内容（発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

 

 

 

 

 

 

 

藤原部長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉田副市長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

吉田副市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

【次第１ 進捗状況の協議会報告について】 

 

（事務局【政策企画室】から、資料１について説明） 

 

次のような質疑等があった。 

 

○アンケートから得られたキーワードについては、Ｑ１４の設問から選ばれたキーワー

ドだけを記載しているのか。 

また、「住みよさ（公園等）」について、公園等が住みよさとどのように結びつくのかイ

メージができない。自然環境や交通環境、衛星環境、コミュニティ等を含めて、公園等

という記載にしているのか。 

 

〇こちらの資料は、市民アンケートから得られた結果だけでなく、LINEアンケート等か

ら得られた結果の要点を抽出したものであり、Ｑ１４の回答のみから選定したキーワー

ドではない。総合的なアンケート結果を加味し、医療環境（健康と福祉）や、安心・安

全で生活できることといった意見が多かったため、これらのキーワードを記載してい

る。 

住みよさ（公園等）については、「何が今後の和泉市に必要だと思いますか」という質

問において、「公園や閑静な住宅」といったハード面の選択肢になっていたため、公園等

という記載になっている。一方で、ご指摘の通り、住みよさ（公園等）の表現は、わか

りづらい為、表現を考えさせていただく。 

 

〇こちらの資料は、議会説明を通じて公表されると思うが、アンケート結果について、

単純集計のみではなく、年齢別・地域別といった結果を見せられるように準備しておい

てほしい。 

 

〇元になっているアンケート結果は量が多く、協議会資料には全てを記載できないた

め、単純集計結果のみの掲載とした。アンケート結果の詳細は参考資料として議会等に

示していく必要があると思っているが、現在最終調整中のため確定次第、皆様に共有さ

せていただく。 

 

〇「安全・安心」のキーワードについてだが、市長と確認した結果、「安全・安心」は子

育てや高齢者が住みやすいのような包括的な意味での「安全・安心」の意味であると確

認できた。＜施設体系案＞の「安心・社会的包括」では、その意味での記載になってい

ると思うが、アンケート結果から得られたキーワードの「安心・安全」は、防災・防犯

の意味になっていると思うので、言い回しのレベル感を揃えてほしい。 

〇横ぐしのテーマ設定で、ＤＸや都市経営が記載されているが、「安全・安心（包括的な

意）」も、横ぐしのテーマになり得るのではないか。また、市長が言及している人材育成

も横ぐしのテーマにふさわしいと考えている 
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事務局 

 

 

森吉副市長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並木参与 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

〇ご指摘のとおり、「安心・安全」は広い概念であるため、受け手により捉え方が異なる

と思うので、表現について考えたい。 

 

〇施設体系の整理で記載している、「安心・社会的包摂」の意味でなら、市長の認識と齟

齬がないが、アンケートから得られたキーワードでは、健康・福祉等の概念があるので

あれば、「安全・安心」は「防災・防犯」等に変えた方が宜しいのではないだろうか。見

直していただきたい。 

〇Ｒ７予算概要の市長レクの中で、「安全・安心」を「防災・防犯」に変える流れになっ

た。アンケートのくくりとＲ７予算概要の分類が一致するのかどうかを含め、財政課と

意見交換してもらいたい。 

 

〇ご指摘のように、人材育成は特定の課だけに影響するものでなく、全庁に係るもので

あるので横ぐしの視点を持っているとは思うが、創発プランには人づくりの項目がある

ため、その中で記載しようと考えている。 

 

 

【次第２ 次期創発プランへの掲載事業について】 

 

（事務局【政策企画室】から、資料２及び資料３について説明） 

 

次期創発プランに掲載する各課の事業の照会について次のように質疑等があった。 

 

〇想定スケジュールに記載があるように、2 月 17 日からから 3 月上旬にかけて政策企

画室が内容確認を行い、随時各課と調整することとなっているが、今回の照会で各課が

回答した事業すべてが次の創発プランに掲載され実施が確約されるわけではないとい

う理解でよいか。 

 

〇照会によって得られた事業の想定事業費等を確認したうえで、市全体の今後の財政収

支等を勘案してから掲載を検討するため、今回の照会で創発プランの掲載や事業の実施

が確定するものではない。 

今回の照会で、現時点で想定される事業を回答いただき、街づくり項目の事業費や財政

収支見通しを把握したうえで事業の先送りや見送り、新たな健全化項目の検討をお願い

するため、事業掲載可否の判断は令和７年度に最終調整するものとさせていただいてい

る。 

 

創発プランからの引継事業については、質問等はなかった。 

 

○それでは、本日の委員会については以上とする。 

 

以 上 

 


